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1 は じ め に

水稲育南床土の好適なpHは 50程度である0。 そのた

め床土pHは播種前に50に調整するよう指導されている。

しかし播種後育苗期間中のpII推移については,播種前に

好適な値であっても日々の潅水により床上pHは上昇す

る0と言われてはいるが,実際の調査例は少ない。

そこで 4種類の床土を用い育苗期間中の床土pHの推移

を調べた結果,育苗期間中のpH調整が必要な床土がある
ことがわかったので報告する。

2試 験 方 法

本県育苗床土の種類は,1988年には水田±40%,山±44

%,人工床±13%であり山itの害1合が高い。そこで山± 2
種類,水田± 1種類,K市販培± 1種類の計 4種類の上を

床上として用いた。その理化学性は表 1に示した。

表 1 供試土壌の理化学性

育苗はハウス内和言苗であり,箱当りの床土量は約 4々,,

播種量は乾籾100,と した。

山土,水田土ともpHは 60近 くで高かったがpH調 整

はしなかった。

pH,ECは生土で測定し,水 :土 ‐1:25と した。
交換性アルミユウムは風乾土で測定し, l NKCl液 :上 =

1:10で 1時間振とう後ろ過し,NaF法 2)に よリアルミ
ニウムを定量した。

3 結果及び考察

生理的酸性肥料区では 4種の床土すべてで,床土のpH
は育苗日数とともに低下した。山土は原土pHは高いが肥

料添加により播種期pHは 50程度の好適pH値となった

が,播種 2週間後にはpH3 8程度の極 く強酸性となり,

その後は変化が小さくこの低い一定のpH値で推移した。

C・ E・ Cが高く塩基の多い水田土は播種時pIIが55を

超えてたが,播種 2週間後には50程度の好適pII値 とな

りその後の変化は小さかった。K市販培十はpHは低下す

るが,低下程度は小さく好適pH値で推移した (図 1)。上の種類 pH |■r
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山土は大和町鶴巣地区と名取市の宮城県農業センター付

近のもので,いずれも第 3紀丘陵地帯にあり,腐植に乏し

く,C・ E・ C(塩基置換容量)の小さな土である。水田

土はセンター圃場から採取し,市販培土はK社製のものを

用いた。

施肥条件として,通常水稲育苗肥料として用いられる硫

安,塩加,過石を施用した区 (生理的酸性肥料区)と硫安 ,

塩加の酸性部分をN03で置換した区 (生理的中性肥料区)
の 2区とした (表 2)。 ただしK市販培土は肥料が混入さ

れているのでそのまま用いた。

図1 育苗床土のpH推移

土壌pHの低下はそれ自体の作物への害よりも,pII低

下に伴う交換性アルミニウムの溶出による害が大きいと言

われている。播種後のpH低下が著しい山土では交換性ア

ルミニウムは急増し,約 2瀦 /100,乾土に達したが,水

田土では交換性アルミユウムの溶出は著 しく少なかった

(図 2)。

1巴料の酸性部分を,水稲が吸収するN03で 置換した
生理的中性肥料区の場合は,生理的酸性肥料区に比べEC

低下が速やかで,逆にpH低下の程度がイヽさく,交換性ア

ルミニウムの溶出も少なかった (図 2, 3)。 このことか
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表 2 試験区

硫安 95,塩加 30,過石118

114,硝加 44,過石118
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ら図 1にみられたpH低下の原因は生理的酸性肥料にある

と考えられる。

本県では前述したように床土として山土を使う場合が多

いので,少なくない苗がごく強酸性条件下で育苗されてい

ると予想される。実際に例えば大和農業改良普及所管内で

はここで供試した山土の利用が多く,こ の山土を用いた農

家の移植直前の床上のpHは 40程度のものが多かった。
pH4 0の 苗は軟弱徒長し根張りが悪かった (図 4)。
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このように腐植の乏しいC・ E・ Cの小さい山土を床土

として用いて健苗を育成するためには, 播種時だけ
でなく育苗期間中のpHの改善が必要と考えられた。そ
の対策の一つとしては,上述した結果にもとづいた生理的

中性肥料の使用が考えられよう。しかし,生理的中性肥料
のどのようなものが水稲育苗に適するかは今後検討が必要

である。

また床上を選ぶ場合には緩衝能のある土壌が望ましい。

箱育苗で硫安・塩加を各成分 2夕 施用 した場合 ,そ の酸

性部分は4"/100夕 乾土程度である。水の代りに0016
NHClで 土 :液 =1:25で 振 とうすればHClが 4
絨/11Xl夕 乾土添加されたことになるので,こ の時のpH
をみると床土pH推移が好適であった水田土,K市販培土
は40以上であるが,山上の場合は30に近い値となった。
このことから床土選択に当っては0 016NHClで振とう

測定したpH値が40程度のものを選ぶのが望ましいと言
える (図 5)。
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山± 2種類,水田± 1種類.市販培± 1種類を用い,ハ
ウス内種育苗床土のpHを栽培期間中に継続調査した。 4

種の土すべてで床土pHは育苗日数とともに低下し,通常
言われているようなpH上昇は認められなかった。特に
C・ EoCの小さい.腐植の乏しい山上の場合には播種時
に50程度の好適なpHであっても播種 2週間後には,H
38程度のごく強酸性となり,交換性アルミニウムも増大
した。pH低下の原因は生理的酸性肥料にあった。

本県では床土として山土を利用することが多いので,健
苗育成のためには播種時の床土pHだけでなく育苗期間中
の床土pHの改善が必要と考えられた。
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図4 移植直前のpHと苗
(1988,大和農改 )


